


9つの行動目標を実現しよう



































『医療における安全文化に関する調査』：



安全文化 経年変化: 側面ごとの集計結果
側面ごとの肯定的回答の比率(%)

患者安全文化側面 直近 以前 変化

1． 出来事の報告される頻度 58(8) 57(9) 1(0)

2． 医療安全に対する総合的理解 45(4) 43(4) 2(0)

3． 上司の医療安全に対する態度や行動 65(4) 58(5) 7(0)

4． 組織的-継続的な改善 55(4) 50(4) 4(0)

5． 部署内でのチームワーク 72(1) 71(1) 2(0)

6． オープンなコミュニケーション 42(5) 39(5) 2(0)

7． エラー後のフィードバック 56(4) 52(3) 3(0)

8． 過誤に対する非懲罰的対応 44(2) 41(2) 3(0)

9． 人員配置 30(5) 29(5) 2(0)

10．医療安全に対する病院管理支援 49(3) 46(3) 3(0)

11．部署間でのチームワーク 42(4) 39(4) 2(0)

12．仕事の引継ぎや患者さんの移動 37(9) 35(9) 2(0)

注: 2007から2012年度の調査において，2度以上参加した病院（24施設）。「直近」は各病院の参加年度の中で最も新しい
年度のデータ，「以前」は最も古い年度のデータ。括弧内は「該当しない」を選択したものの割合。小数点以下は四捨五入
している。
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直ちに実施することを推奨したい最優先の患者安全戦略
Ann Intern Med. 2013;158:365-368

Google検索：top, patient safety, annals, 2013



強く推奨する(Strongly Encouraged)：

•手術安全チェックリスト

• CVライン血流感染予防策

•尿路カテーテル早期抜去

•呼吸器関連肺炎予防策(*)

•手指衛生

•有害略号の使用禁止リスト

•褥瘡ケアと予防策

•院内感染予防プレコーション

•エコー下CVライン挿入

•静脈血栓予防策

* ベッド挙上、口腔衛生、鎮静休止、吸引機能付気管内チューブなど




